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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 44,344 2.4 2,524 11.9 2,612 6.9 1,393 22.1
22年3月期 43,299 △0.1 2,256 58.4 2,442 85.6 1,141 54.1

（注）包括利益 23年3月期 1,265百万円 （△4.7％） 22年3月期 1,327百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 28.14 ― 5.0 7.0 5.7
22年3月期 22.75 ― 4.2 6.7 5.2

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  30百万円 22年3月期  147百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 37,719 28,510 75.6 575.75
22年3月期 36,946 27,691 75.0 559.15

（参考） 自己資本   23年3月期  28,510百万円 22年3月期  27,691百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 1,769 △1,290 △627 4,350
22年3月期 3,986 △171 △1,551 4,499

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00 445 39.6 1.6
23年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00 297 21.3 1.1

24年3月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当社は、平成23年６月28日開催予定の第84期定時株主総会による承認を前提に、平成23年10月３日に新光製糖株式会社との共同持株会社設立による
経営統合を予定しております。このため、上記平成24年３月期の連結業績予想につきましては、現在の当社組織を前提に算定しており、平成24年３月期の配当
予想につきましては、共同持株会社への配当となるため未定としております。経営統合に基づく新会社の連結業績予想および配当予想につきましては、あらた
めて発表する予定であります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 22,300 2.6 1,300 △1.8 1,300 △3.5 800 15.8 16.16
通期 45,300 2.2 2,100 △16.8 2,200 △15.8 1,300 △6.7 26.25



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．16「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．19「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 50,387,948 株 22年3月期 50,387,948 株

② 期末自己株式数 23年3月期 869,180 株 22年3月期 863,081 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 49,522,169 株 22年3月期 50,149,439 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 30,253 2.2 1,881 △4.3 2,053 △4.0 1,086 14.5
22年3月期 29,614 4.1 1,965 122.9 2,139 92.8 948 64.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 21.94 ―

22年3月期 18.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 34,568 27,995 81.0 565.36
22年3月期 34,084 27,448 80.5 554.23

（参考） 自己資本 23年3月期  27,995百万円 22年3月期  27,448百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、
添付資料Ｐ．２～３「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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(1）経営成績に関する分析 

①当期の業績全般の概況 

 当連結会計年度におけるわが国の経済につきましては、政府の経済対策効果や新興国への輸出増

加により緩やかな回復をみせていましたが、急激な円高や長期化するデフレなどから、回復基調に

あった景気の先行きに懸念が強まっております。さらに、本年３月に発生した東日本大震災による

影響も危惧されます。 

 当社グループの主力事業であります精糖業界の状況は、個人消費の低迷、嗜好の変化等によ

り、依然として市場をめぐる激しい競争が続いております。 

 海外原糖市況につきましては、ニューヨーク市場現物相場において１ポンド当たり19.97セント

で始まり、主要生産国ブラジルの増産見通しや世界的信用不安を背景に、今期安値となる18.07セ

ントをつけましたが、世界的な天候異変による各国の減産懸念が強まり、世界の砂糖生産見通し

が不透明となったことなどから値を上げ、11月に今期高値となる39.65セントまで上昇しました。

その後も、市況にアナウンスされる材料に反応して乱高下を重ね、31.58セントにて当期を終了い

たしました。  

 一方、国内精糖市況（日本経済新聞掲載、東京）は、上白糖１㎏当たり182～183円で始まりま

したが、高値で推移していた海外原糖市況が一時下落したことを反映し、７月初旬に６円下げて

176～177円となりました。その後、さとうきびの不作と世界的な砂糖消費の増加による海外原糖

市況の上昇に伴う原料高騰から10月に６円、12月に７円と合計13円切り上げ189～190円となりそ

のまま当期を終了いたしました。 

 当連結会計年度の売上高は44,344百万円（前期比2.4%増）、営業利益は2,524百万円（同11.9%

増）、経常利益は2,612百万円（同6.9%増）となりました。また、当期純利益は1,393百万円（同

22.1%増）となりました。 

 当期の経営成績に重要な影響を与えた要因について、以下にご説明いたします。 

ⅰ 売上高 

 当期の売上高は、44,344百万円（前期比2.4%増）となりました。砂糖その他食品事業は、販

売価格の上昇などから増収となり、健康産業事業につきましても、平成22年１月にオープンし

た店舗が増収に寄与いたしました。 

ⅱ 営業利益 

 当期の営業利益は、2,524百万円（前期比11.9%増）となりました。主力の砂糖その他食品事業

において、採算重視の販売と原料費等の節減に努めた結果、増益となりました。 

ⅲ 営業外損益 

 当期の営業外損益は、87百万円の利益（純額）と前期比98百万円の利益減となりました。主

として持分法投資利益の減少によるものであります。 

 以上の結果、経常利益は2,612百万円（前期比6.9%増）となりました。 

ⅳ 特別損益 

 当期の特別損益は、190百万円の損失(純額)となりました（前期は355百万円の損失）。当期

は、特別損失として、投資有価証券評価損62百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響

額55百万円および災害損失53百万円等を計上いたしました。 

 以上により、税金等調整前当期純利益は2,421百万円（前期比16.0%増）、当期純利益は1,393

百万円（同22.1%増）となり、１株当たり当期純利益は28.14円となりました。 

  

１．経営成績
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②当期のセグメント別の状況 

ⅰ 砂糖その他食品事業 

 主力の精製糖においては、採算重視の販売政策のもと、変化するマーケットニーズへの柔軟

な対応を心がけた販売活動を行いました。業務用製品は期初こそ食品全般の荷動き不振から出

荷が滞りましたが、夏季の猛暑により飲料等の需要が増大しました。秋以降も先高の見通しに

よる買いも入り、通期の出荷量は前年を上回りました。一方、家庭用製品は特売の減少や家庭

内調理行動の変化により、出荷量は前年を下回る結果となりました。そのなかにあって当社独

自製品である「きび砂糖」は、消費者の幅広い支持を得て前年を大きく上回る好調な実績とな

りました。精製糖以外のその他の甘味料では、猛暑の影響もあり、果糖、ガムシロップが前年

を大きく上回る出荷実績となりました。 

 その結果、売上高は38,972百万円（前期比2.4%増）、営業利益は3,513百万円（同3.9%増）と

なりました。 

ⅱ 健康産業事業 

 フィットネス業界では、ここ数年若年層を中心として利用者が減少しており、会費の値下げ

などの価格競争が続いております。 

 このような厳しい環境のなか、ドゥ・スポーツプラザにおきましては、地域に密着したクラブ

運営を推進し、新規会員の入会促進のための様々なキャンペーンの実施や、既存会員に対する新

プログラムの提供などのサービスの向上に努めました。また、これまで順調に推移しているスク

ール部門にも注力し運営いたしました。 

 その結果、売上高は1,964百万円（前期比4.0%増）、営業損失は19百万円（前期は133百万円の

営業損失）となりました。 

ⅲ その他の事業 

 その他の事業につきましては、冷蔵倉庫事業における畜産品の取扱高および港湾運送事業にお

ける合板などの建材の取扱高がそれぞれ増加しました。合成樹脂等販売事業におきましては、主

力の合成樹脂において、安価な海外製品の輸入増の影響により取扱高が減少しました。 

 その結果、売上高は3,407百万円（前期比1.3%増）、営業利益は203百万円（同0.7%増）となり

ました。 

  

③次期の見通し 

 今後の経済の見通しは、企業収益については改善に向かうとの見方はあるものの、デフレが継続

し、雇用・所得環境も依然厳しい状態が続くものとみられ、個人消費は低調なまま推移することが

予想されます。また、本年３月に発生した東日本大震災は、被災地に未曾有の被害をもたらすとと

もに、生産、原材料調達、物流、電力供給等に多大な影響を及ぼしており、今後のわが国経済の先

行きは予断を許さない状況にあります。 

 海外原糖市況は、外部要因として米国・欧州などの金融政策動向、中東・北アフリカの情勢不安

に伴う原油相場動向など、投機筋の影響を受けやすい状況となっております。今後は、欧州ビート

および南半球の砂糖生産状況や外部環境等の影響を受けて神経質な展開が続くものと思われます。

 このため、今後の販売価格や需要の動向は、不透明な状況にあります。 

 こうした状況の下、当社は、新光製糖株式会社との経営統合を推進し、国内の企業基盤を強化

し、両社の経営資源を一体的に活用することで一層の企業価値向上に取り組んでまいります。 

 次期の業績予想につきましては、売上高45,300百万円（2.2%増収）、営業利益2,100百万円

（16.8%減益）、経常利益2,200百万円（15.8%減益）、当期純利益1,300百万円（6.7%減益）と見

込んでおります。 

 なお、業績予想につきましては現在の当社組織を前提に算定しております。株式移転による共

同持株会社設立後の新会社の業績予想につきましては、あらためて発表する予定であります。 
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(2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

 総資産は前期末に比べ773百万円増加し、37,719百万円となりました。現金及び預金が551百万

円、有価証券が400百万円増加しました。また、投資有価証券は時価の下落等により225百万円減

少しました。 

 総負債は前期末に比べ45百万円減少し、9,209百万円となりました。 

 純資産は前期末に比べ818百万円増加し、28,510百万円となりました。当期純利益1,393百万円

に加え、その他有価証券評価差額金が128百万円、剰余金の配当により445百万円減少しました。

この結果、当期末の自己資本比率は75.6%（前期末比0.6%増）となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、1,769百万円の収入（前期比2,217百万円減少）となり

ました。主な収入は、税金等調整前当期純利益2,421百万円および減価償却費515百万円でありま

す。また、主な支出は、法人税等の支払額又は還付額1,024百万円および棚卸資産の増加額317百

万円であります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、1,290百万円の支出（前期は171百万円の支出）となり

ました。主な収入は譲渡性預金の払戻による収入3,200百万円であり、主な支出は譲渡性預金の預

入による支出4,300百万円であります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、627百万円の支出（前期は1,551百万円の支出）となり

ました。主な支出は、配当金の支払額445百万円であります。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前期末より148百万円減少し、4,350百万円とな

りました。 

   

③キャッシュ・フロー関連指標の推移 

自己資本比率 ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： キャッシュ・フロー／利払い 

※１ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※２ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。有利子

負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている営業活動によるキャッシ

ュ・フローを使用しております。また、利払いは、連結損益計算書に計上されている支払利息を使用して

おります。 

    

  平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期

自己資本比率 % 68.2 % 71.9 % 73.7 % 75.0 % 75.6

時価ベースの自己資本比率 % 40.6 % 29.6 % 26.2 % 27.6 % 24.7

キャッシュ・フロー 

対有利子負債比率 
倍 6.1 倍 1.3 倍 9.8 倍 0.4 倍 0.8

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ 
倍 6.0 倍 39.5 倍 6.3 倍 146.7 倍 119.2
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、当期の利益、経営環境への対応および企業体質強化のための内部留保との調和を図りつ

つ安定的な配当を継続していくことを基本方針とし、安定配当の実現に向けた経営基盤づくりを行

ってまいります。 

 当社の剰余金の配当は、株主総会を決定機関とした年１回の期末配当を基本的な方針としており

ます。なお、取締役会の決議により中間配当ができる旨を定款で定めております。 

 当期の配当金につきましては、基本方針に基づき、１株につき６円とさせていただく予定で

す。次期の配当予想につきましては、共同持株会社への配当となるため未定としております。経

営統合に基づく新会社の配当予想につきましては、あらためて発表する予定であります。 

  

(4）事業等のリスク 

 当社グループの経営成績等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには、以下のものがあり、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性があるものと考えております。なお、将来に関する事項の

記載は、当連結会計年度末において判断したものであります。 

①精糖業への依存と農業政策の影響に関するもの 

 当社グループは、売上高の８割以上を砂糖その他食品事業によっており、その主力製品は精製

糖であります。そのため業績は、精製糖を取り巻く環境の影響を受けやすい構造にあります。 

 精糖業界は、「砂糖及びでん粉の価格調整に関する法律」等の規制の適用を受けており、政府

の農業政策に大きく影響されます。また、ＷＴＯ（世界貿易機関）における農業交渉、ＦＴＡ

（自由貿易協定）・ＥＰＡ（経済連携協定）締結交渉あるいはＴＰＰ（環太平洋パートナーシッ

プ協定）参加協議の動向は、業界に影響を及ぼす可能性があります。 

  

②精製糖生産拠点の集中に関するもの 

 当社グループは、主力製品である精製糖の大部分を関連会社新東日本製糖株式会社工場（千葉

市美浜区）にて生産しております。従いまして、同工場が大規模地震その他の事情により操業を

中断した場合、製品の生産および販売が困難となり、当社グループの業績および財務状態に悪影

響を及ぼす可能性があります。 

  

③原料および精製糖の価格変動に関するもの 

 精製糖の原料である輸入粗糖は、海外原糖相場と為替相場の影響を受けて仕入価格が変動しま

す。製品の販売価格は、これらの相場に従って変動する傾向にありますが、価格競争等の事情に

より、原料価格の上昇の一部または全部を製品価格に転嫁できない状態が生じた場合、当社グル

ープの業績および財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

④新光製糖株式会社との経営統合について 

 当社は、平成23年10月３日に新光製糖株式会社との共同株式移転による経営統合を予定してお

りますが、例えば以下のような経営統合に関するリスクが想定され、当社グループの業績および

財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

・関係当局の許認可や承認が得られない、または遅延するリスク  

・株主総会で承認が得られないリスク  

・何らかの事情により、共同株式移転計画の内容が変更になるリスク  

・経済情勢の急激な悪化、金融市場の混乱等により、予定どおりに経営統合が進まないリスク  
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(1）会社の経営の基本方針 

 当社は、“人々の豊かで快適な明日のために、食と健康に貢献する”ことを使命とし、「新し

い健康文化を創造する企業」を目指しております。そして、“日々新たに、常に前進、常に革

新”を実践することによって、社会に貢献するとともに会社の業績向上を図り、株主・取引先・

従業員など会社の幅広い利害関係者の信頼と期待に応えていくことを基本方針としております。 

 この基本方針のもと、質の高い製品・サービスの提供に努め、併せて各事業の採算向上、効率

化を推進してまいります。 

  

(2）目標とする経営指標および中長期的な会社の経営戦略 

 当社は、子会社・関連会社を含めた事業の見直しを推し進め、経営資源の選択と集中を行うこ

とにより、中長期的に収益力強化と株主価値の増大を図ることを基本としております。 

 株主資本利益率（ＲＯＥ）、売上高、経常利益および当期純利益を重要な経営指標とし、これ

らの一層の向上を目指し、グループ価値の増大を図ってまいります。 

 当社の主業であります砂糖その他食品事業につきましては、お客様にご満足いただける品質の

優れた製品を、適正な価格で安定的に提供できることを目指しております。このため、販売子会

社である日新カップ㈱と一体となって、ユーザーや消費者のニーズにお応えできる「総合甘味サ

プライヤー」として基盤強化を進めてまいります。 

  

(3）会社の対処すべき課題 

 当社の主力事業である精糖事業においては、わが国によるＷＴＯにおける農業交渉、ＦＴＡ・

ＥＰＡ締結交渉あるいはＴＰＰ参加協議など、精糖業界をめぐる国境措置低減の動き、ならびに

わが国の少子高齢化や甘味離れによる国内砂糖需要の漸減といった国内精糖事業に関する経営環

境の変化が予測されております。 

 一方、海外では人口の増加に加え、新興国の経済発展による食生活の変化から、アジアを中心

に砂糖需要は伸び続けており、今後、海外市場での展開が求められる環境になりつつあります。  

 こうした状況の下、当社は、平成15年より業務提携関係にありました新光製糖株式会社と、国

内の企業基盤を強化し、両社の経営資源を一体的に活用することで一層の企業価値向上を図るこ

とを目的に、共同持株会社設立による経営統合を行うことを決定いたしました。 

 今後は、以下に示すようなシナジー効果を追求してまいります。 

① 販売効率向上 

「カップ印」ブランドへの統一、ならびに効率的な販売体制を整備 

② 生産効率向上 

両社の生産設備を一体運営することによる生産体制安定化と生産効率向上 

③ 危機管理体制強化 

東西生産体制確立によるリスク分散、危機管理体制強化 

④ グループ横断的なコスト削減 

原料、資材等の効率的購入による合理化、ならびに両社の管理部門の効率化推進、間接費削

減 

⑤ 研究・開発力向上 

両社の研究・開発ノウハウならびに人材を結集することによる新製品等の開発力向上 

２．経営方針
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 さらに、統合効果をより高めるために事業や組織の再編を進め、将来的には当社、新光製糖株

式会社、共同持株会社の早期の合併を目指してまいります。 

 また、本年３月に発生した東日本大震災は、被災地に未曾有の被害をもたらすとともに、生

産、原材料調達、物流、電力供給等に多大な影響を及ぼしておりますが、当社は必需品である砂

糖のメーカーとして、安定供給に一層努めてまいります。  
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,249 1,800

受取手形及び売掛金 4,425 4,568

有価証券 4,150 4,550

商品及び製品 2,714 2,368

仕掛品 149 258

原材料及び貯蔵品 1,036 1,578

繰延税金資産 346 315

その他 313 247

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 14,384 15,687

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 8,570 8,612

減価償却累計額 △5,739 △5,997

建物及び構築物（純額） 2,830 2,614

機械装置及び運搬具 2,009 2,038

減価償却累計額 △1,414 △1,506

機械装置及び運搬具（純額） 594 532

土地 6,079 6,091

リース資産 377 409

減価償却累計額 △60 △128

リース資産（純額） 317 280

その他 683 671

減価償却累計額 △570 △606

その他（純額） 113 65

有形固定資産合計 9,935 9,584

無形固定資産   

その他 85 137

無形固定資産合計 85 137

投資その他の資産   

投資有価証券 10,828 10,602

繰延税金資産 674 743

その他 1,131 1,060

貸倒引当金 △93 △95

投資その他の資産合計 12,540 12,310

固定資産合計 22,562 22,032

資産合計 36,946 37,719
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,070 3,256

短期借入金 1,100 1,100

未払法人税等 680 671

賞与引当金 273 302

役員賞与引当金 2 －

災害損失引当金 － 13

その他 1,413 1,238

流動負債合計 6,540 6,581

固定負債   

繰延税金負債 105 82

退職給付引当金 147 141

役員退職慰労引当金 355 390

再評価に係る繰延税金負債 1,433 1,433

その他 672 579

固定負債合計 2,714 2,627

負債合計 9,254 9,209

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,004 7,004

資本剰余金 7,718 7,718

利益剰余金 11,308 12,256

自己株式 △192 △194

株主資本合計 25,838 26,785

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 183 54

繰延ヘッジ損益 25 26

土地再評価差額金 1,643 1,643

その他の包括利益累計額合計 1,852 1,724

純資産合計 27,691 28,510

負債純資産合計 36,946 37,719
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 43,299 44,344

売上原価 34,646 35,420

売上総利益 8,653 8,923

販売費及び一般管理費 6,396 6,399

営業利益 2,256 2,524

営業外収益   

受取利息 15 7

受取配当金 36 43

持分法による投資利益 147 30

還付加算金 － 21

その他 56 28

営業外収益合計 255 131

営業外費用   

支払利息 27 14

その他 42 28

営業外費用合計 69 43

経常利益 2,442 2,612

特別利益   

受取補償金 － 30

過年度固定資産税還付金 － 35

特別利益合計 － 66

特別損失   

固定資産除却損 24 11

減損損失 320 47

投資有価証券評価損 － 62

ゴルフ会員権評価損 － 27

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 55

過年度役員退職慰労引当金繰入額 10 －

災害損失 － 53

特別損失合計 355 257

税金等調整前当期純利益 2,087 2,421

法人税、住民税及び事業税 790 1,038

法人税等調整額 155 △10

法人税等合計 946 1,027

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,393

当期純利益 1,141 1,393
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,393

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △132

繰延ヘッジ損益 － 0

持分法適用会社に対する持分相当額 － 3

その他の包括利益合計 － ※2  △128

包括利益 － ※1  1,265

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 1,265
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 7,004 7,004

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 7,004 7,004

資本剰余金   

前期末残高 7,718 7,718

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 7,718 7,718

利益剰余金   

前期末残高 10,393 11,308

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △445

当期純利益 1,141 1,393

持分法の適用範囲の変動 75 －

当期変動額合計 914 948

当期末残高 11,308 12,256

自己株式   

前期末残高 △32 △192

当期変動額   

自己株式の取得 △160 △1

当期変動額合計 △160 △1

当期末残高 △192 △194

株主資本合計   

前期末残高 25,084 25,838

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △445

当期純利益 1,141 1,393

自己株式の取得 △160 △1

持分法の適用範囲の変動 75 －

当期変動額合計 754 946

当期末残高 25,838 26,785
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 21 183

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 161 △128

当期変動額合計 161 △128

当期末残高 183 54

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 1 25

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 24 0

当期変動額合計 24 0

当期末残高 25 26

土地再評価差額金   

前期末残高 1,643 1,643

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － －

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,643 1,643

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 1,666 1,852

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 186 △128

当期変動額合計 186 △128

当期末残高 1,852 1,724

純資産合計   

前期末残高 26,751 27,691

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △445

当期純利益 1,141 1,393

自己株式の取得 △160 △1

持分法の適用範囲の変動 75 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 186 △128

当期変動額合計 940 818

当期末残高 27,691 28,510
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,087 2,421

減価償却費 525 515

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 55

減損損失 320 47

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 1

賞与引当金の増減額（△は減少） △15 29

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25 －

災害損失引当金の増減額(△は減少) － 13

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4 △6

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4 34

受取利息及び受取配当金 △51 △51

持分法による投資損益（△は益） △147 △30

支払利息 27 14

固定資産除却損 24 11

投資有価証券評価損益（△は益） － 62

ゴルフ会員権評価損 － 27

還付加算金 － △21

受取補償金 － △30

過年度固定資産税還付金 － △35

災害損失 － 20

売上債権の増減額（△は増加） 107 △143

たな卸資産の増減額（△は増加） 993 △317

仕入債務の増減額（△は減少） △89 185

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1 2

その他の流動負債の増減額（△は減少） 157 △98

その他の固定負債の増減額（△は減少） △20 △25

その他 123 △19

小計 4,017 2,661

利息及び配当金の受取額 105 94

利息の支払額 △28 △15

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △92 △1,024

還付加算金の受取額 － 21

補償金の受取額 － 30

過年度固定資産税の還付額 － 35

災害損失の支払額 － △20

固定資産撤去費用支払額 △15 －

その他の支出 － △14

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,986 1,769
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,000 －

定期預金の払戻による収入 2,300 －

譲渡性預金の預入による支出 △3,450 △4,300

譲渡性預金の払戻による収入 2,550 3,200

有形固定資産の取得による支出 △209 △187

無形固定資産の取得による支出 △29 △72

投資有価証券の取得による支出 △230 △11

関係会社株式の取得による支出 △39 －

関係会社の整理による収入 13 －

貸付けによる支出 △30 －

貸付金の回収による収入 50 －

関係会社の整理による支出 △65 －

その他 △31 81

投資活動によるキャッシュ・フロー △171 △1,290

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △1,006 △100

リース債務の返済による支出 △55 △72

長期未払金の返済による支出 △26 △8

自己株式の取得による支出 △160 △1

配当金の支払額 △301 △445

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,551 △627

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,264 △148

現金及び現金同等物の期首残高 2,234 4,499

現金及び現金同等物の期末残高 4,499 4,350
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 該当事項はありません。 
  

   

  

  

(追加情報）  

当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用

しております。ただし、「その他の包括利益累計額」および「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の

金額は、「評価・換算差額等」および「評価・換算差額等合計」の金額を記載しております。 

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度より、「「退職給付に係る会計基準」の一

部改正（その３）」（企業会計基準第19号 平成20年７月

31日）を適用しております。なお、これによる営業利益、

経常利益および税金等調整前当期純利益に与える影響はあ

りません。 

────── 

  

────── 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）および

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しており

ます。 

 これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ11百万円、

税金等調整前当期純利益は69百万円減少しております。 

  

────── （「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会

社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用） 

 当連結会計年度より、「持分法に関する会計基準」（企

業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）および「持

分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用しておりま

す。 

 これによる経常利益および税金等調整前当期純利益に与

える影響はありません。 

（７）連結財務諸表に関する注記事項

（連結包括利益計算書関係）

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

親会社株主に係る包括利益  百万円1,327

少数株主に係る包括利益  ― 

計  1,327

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

   

その他有価証券評価差額金  百万円159

繰延ヘッジ損益    24

持分法適用会社に対する持分相当額   2

計  186
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当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

１ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、砂糖その他食品事業や健康産業事業のほか、不動産賃貸事業、冷蔵倉庫事業・港湾運送事業等の物流

事業および砂糖の包装資材の原料でもある合成樹脂等の仕入・販売事業を行っております。 

したがって、当社はこれらの製品・サービス別のセグメントから構成されており、「砂糖その他食品事業」

「健康産業事業」の２つを報告セグメントとしております。「砂糖その他食品事業」は、砂糖の精製・販売を中

心として甘味料全般の取扱いを行っております。「健康産業事業」は、会員制のスポーツクラブであるドゥ・ス

ポーツプラザの運営を中心とした事業を行っております。  

  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表の作成方法と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益および振替高は市場実勢価格に基づいております。  

  

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

（単位：百万円）

  

（セグメント情報等）

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

連結 

財務諸表 

計上額 

（注）３ 
  

砂糖その他

食品事業 

健康産業 

事業 
計 

売上高               

外部顧客への売上高  38,048 1,887 39,936 3,362  43,299 － 43,299

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 0 1 1 58  59  △59 －

計  38,049 1,889 39,938 3,420  43,359  △59 43,299

セグメント利益又は損失(△)  3,380 △133 3,247 202  3,449  △1,192 2,256

セグメント資産  22,991 1,331 24,323 5,486  29,809  7,137 36,946

その他の項目               

減価償却費  188 125 313 185  498  27 525

減損損失 － 320 320 －  320 － 320

持分法適用会社への 

投資額 
 8,025 － 8,025 508  8,534 － 8,534

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
 229 59 289 121  411  43 454
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当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

（単位：百万円）

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業、冷蔵倉

庫事業、港湾運送事業および合成樹脂等販売事業を含んでおります。 

２ 調整額の内容は以下のとおりであります。 

セグメント利益又は損失(△)                         （単位：百万円） 

※全社費用は、主に当社本社の総務、財務等の管理部門に係る経費であります。  

セグメント資産                               （単位：百万円） 

※全社資産は、主に当社での余資運用資金(現金及び預金、有価証券)、長期投資資金(投資有価証券)お

よび当社本社の総務、財務等の管理部門に係る資産等であります。 

その他の項目                                （単位：百万円） 

３ セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。  

  

(追加情報）  

当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。  

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

連結 

財務諸表 

計上額 

（注）３ 
  

砂糖その他

食品事業 

健康産業 

事業 
計 

売上高               

外部顧客への売上高  38,972 1,964 40,936 3,407  44,344 － 44,344

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 0 1 1 64  65  △65 －

計  38,972 1,965 40,938 3,471  44,410  △65 44,344

セグメント利益又は損失(△)  3,513 △19 3,494 203  3,697  △1,173 2,524

セグメント資産  23,512 1,171 24,684 5,363  30,048  7,671 37,719

その他の項目               

減価償却費  187 109 296 191  487  27 515

減損損失 － 47 47 －  47 － 47

持分法適用会社への 

投資額 
 8,033 － 8,033 509  8,543 － 8,543

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
 151 19 170 76  247  4 252

   前連結会計年度 当連結会計年度  

全社費用※ △1,192 △1,173

 合計 △1,192 △1,173

   前連結会計年度 当連結会計年度  

セグメント間債権債務の 
相殺消去 

△2 △4

全社資産※ 7,139 7,675

 合計 7,137 7,671

  
減価償却費

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額 

前連結
会計年度 

当連結
会計年度 

前連結 
会計年度  

当連結
会計年度  

全社費用又は全社資産 27 27  43 4

合計 27 27  43 4
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 （注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（経営統合に関する覚書の締結） 

 当社と新光製糖株式会社（以下「新光製糖」といいます。）は、平成23年６月28日（当社）および平成23年６

月23日（新光製糖）開催予定の両社の定時株主総会における承認を前提として、平成23年10月３日（予定）をも

って、共同株式移転の方法により両社の完全親会社となる日新製糖ホールディングス株式会社（以下「共同持株

会社」といいます。）を設立（以下「本株式移転」といいます。）することについて、平成23年５月12日に開催

したそれぞれの取締役会において決議し、本株式移転に関する「株式移転計画書」を共同で作成するとともに、

両社間で「経営統合に関する覚書」を締結いたしました。 

  

(1) 本株式移転による経営統合の背景と目的 

 当社および新光製糖の主力事業である精糖事業においては、わが国によるＷＴＯ（世界貿易機関）における農

業交渉、ＦＴＡ（自由貿易協定）・ＥＰＡ（経済連携協定）締結交渉あるいはＴＰＰ（環太平洋パートナーシッ

プ協定）参加協議など、精糖業界をめぐる国境措置低減の動き、ならびにわが国の少子高齢化や甘味離れによる

国内砂糖需要の漸減といった国内精糖事業に関する経営環境の変化が予測されております。 

 一方、海外では人口の増加に加え、新興国の経済発展による食生活の変化から、アジアを中心に砂糖需要は伸

び続けており、今後、海外市場での展開が求められる環境になりつつあります。 

 また、当社および新光製糖は、平成15年４月に業務提携基本契約書を締結し、両社の生産設備および販売網を

相互に活用する取り組みを行ってまいりました。  

 こうした状況の下、今後のコスト、販売および品質競争を勝ち抜き、将来のグローバル市場における発展に繋

げられるよう両社で十分な協議を進めてまいりました。その結果、国内の企業基盤を強化し、両社の経営資源を

一体的に活用することで一層の企業価値向上を図ることを目的に、両社の従来の業務提携関係を発展させ、共同

持株会社設立による経営統合を行うことを決定いたしました。 

  

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額 円559.15

１株当たり当期純利益金額 円22.75

１株当たり純資産額 円575.75

１株当たり当期純利益金額 円28.14

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当期純利益（百万円）  1,141  1,393

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  1,141  1,393

普通株式の期中平均株式数（千株）  50,149  49,522

（重要な後発事象）
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(2) 本株式移転の要旨 

① 株式移転の方法 

 当社と新光製糖は、平成23年６月28日（当社）および平成23年６月23日（新光製糖）開催予定の両社の定時株

主総会における承認を前提として、平成23年10月３日（予定）をもって、共同株式移転の方法により両社の完全

親会社となる日新製糖ホールディングス株式会社を設立し、両社の発行済株式の全部を新たに設立する共同持株

会社に取得させるとともに、当社および新光製糖の株主に対し、共同持株会社が本株式移転に際して発行する新

株式を割り当てる予定であります。 

  

② 株式移転に係る割当ての内容 

 本株式移転に際して両社の株式に割り当てられる共同持株会社の普通株式数の比率は、以下のとおりでありま

す。 

（注）１ 株式の割当比率 

 当社の普通株式１株に対して共同持株会社の普通株式0.1株を、新光製糖の普通株式１株に対して共同持株

会社の普通株式0.227株をそれぞれ割当て交付いたします。なお、共同持株会社の単元株式数は100株とする

予定であります。  

本株式移転により、当社または新光製糖の株主に交付する共同持株会社の普通株式の数に１株に満たない端

数が生じた場合には、会社法第234条その他関連法令の規定に従い、当該株主に対し１株に満たない端数部分

に応じた金額をお支払いいたします。  

 ただし、算定の基礎となる諸条件に重大な変更が生じた場合には、上記株式移転比率は両社協議のうえ、

変更することがあります。 

   ２ 共同持株会社が本株式移転により交付する新株式数（予定） 

 普通株式   7,558,540株 

 上記は当社の発行済株式総数50,387,948株（平成23年３月31日時点）および新光製糖の発行済株式総数

11,522,000株（平成23年３月31日時点）に基づいて記載しております。ただし、当社および新光製糖は、本

株式移転効力発生時点の直前時（以下「基準時」といいます。）までに、それぞれが保有する自己株式のう

ち、実務上可能な範囲の株式を消却することを予定しているため、平成23年３月31日時点で両社の保有する

自己株式（当社については869,180株、新光製糖については38,900株）は、上記の算出において、新株式交付

の対象から除外しております。なお、両社は、平成23年３月31日以降、基準時までに取得した自己株式につ

いても実務上可能な範囲で消却することを予定しているため、実際に共同持株会社が交付する新株式数は変

動することがあります。 

  

③ 本株式移転の日程 

 ただし、今後手続きを進める中で、やむを得ない状況等が生じた場合には、両社協議のうえ、日程を変更する

場合があります。 

  

会社名 当社 新光製糖 

株式移転比率（注１参照）  1  2.27

株 主 総 会 基 準 日 （ 両 社 ）   平成23年 ３月31日（木） 

株式移転計画および覚書締結承認取締役会（両社）   平成23年 ５月12日（木） 

株 式 移 転 計 画 作 成 お よ び 覚 書 締 結 （ 両 社 ）   平成23年 ５月12日（木） 

株式移転計画承認定時株主総会（新光製糖）   平成23年 ６月23日（木） （予定） 

株 式 移 転 計 画 承 認 定 時 株 主 総 会 （ 当 社 ）   平成23年 ６月28日（火） （予定） 

東 京 証 券 取 引 所 上 場 廃 止 日 （ 当 社 ）   平成23年 ９月28日（水） （予定） 

大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）

上 場 廃 止 日 （ 新 光 製 糖 ）
  平成23年 ９月28日（水） （予定） 

共同持株会社設立登記日（本株式移転効力発生日）   平成23年 10月３日（月） （予定） 

共 同 持 株 会 社 株 式 上 場 日   平成23年 10月３日（月） （予定） 
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(3) 本株式移転により新たに設立する会社の状況 

 

  

 連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、リース取引、関連

当事者情報、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、資産除去債務及び賃貸等不動産に関す

る注記事項、個別財務諸表および注記事項、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、表示方法の変更、なら

びに企業集団の状況については、決算短信における開示の必要性が大きくないと判断されるため開示を省略しておりま

す。 

  

役員の異動 

  役員の異動につきましては、平成23年４月28日付で開示しております。 

(１) 商号 
日新製糖ホールディングス株式会社 

（英文名：Nissin Sugar Holdings Co., Ltd.） 

(２) 事業内容 
砂糖の精製・販売等を行う子会社等の経営管理およびそれに付帯または関連する業

務 

(３) 本店所在地 東京都中央区日本橋小網町14番１号 

(４) 代表者の就任予定 
代表取締役会長  竹場紀生 現：日新製糖株式会社代表取締役会長 

代表取締役社長  樋口洋一 現：新光製糖株式会社代表取締役社長 

(５) 資本金 7,000百万円 

(６) 純資産（連結） 現時点では確定しておりません。 

(７) 総資産（連結） 現時点では確定しておりません。 

(８) 事業年度の末日 ３月31日 

(９) 会計処理の概要 

本株式移転は、企業結合会計基準における「取得」に該当するため、パーチェス法

を適用することが見込まれています。これに伴い、共同持株会社の連結決算におい

て「負ののれん」の計上が見込まれますが、現時点では金額等を見積もることがで

きないため、金額等については確定次第お知らせいたします。 

（開示の省略）

４．その他
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